地域密着型サービス運営推進会議記録（第66回）

	施設名
	グループホーム合歓の木

	施設種類
	認知症対応型共同生活介護

	開催日時
	令和2年　2　月　25　日　　　18時　～　19時

	会場
	デイセンター富士　1Ｆフロア

	参加者
	利用者代表
	0人

	
	利用者家族代表
	0人

	
	地域住民代表
	6人

	
	有識者
	　0人

	
	高齢者お世話センター
	1人

	
	市職員
	1人

	
	事業者
	5人



	報告事項
	入居者　17名（男性3名　　女性14名）
平均年齢　　85.41歳　　平均介護度　2.76
介護職員　18名（ケアマネ3名（兼務）看護師介護職兼任1名　介護職員17名）

	
	

	議題
	★外部評価を受けて　
　2月13日　外部評価をうけた。
　・出入口のカギについて（カギは身体拘束に当たる）
短時間でも施錠しない時間帯をつくる。（努力してみる）
ひとところに集まって活動をする。外の出たい理由、目的がある。　　　　　職員がついて外に出てみる。気分が変わる。（人手の問題）
・避難訓練について
　　　普段から実際に動いてみないと有事の時はできない。
　　　自家発電機は？全部の電源をカバーできない
★身体拘束廃止について
　　　上記のカギで検討　　　　　
　　
　☆新型コロナウィルスについて（日本医師会からのメッセージより）

★お知らせ
　次回　4月開催予定
[bookmark: _GoBack]　　　　お世話センターだより配布
　　　　

	



内　　　容




次回
	



